
 

 

 

 

 

 

  

様々な研修がスタートしています。 

今年度の幼児教育センターの研修は、「インプット」と「アウトプット」 

のバランスを意識して計画しています。参加してくださる方には、これま 

での保育経験や学びがあります。それをベースとして、さらに新しい学び 

を得て気付いたり、ひらめいたりしたことをしっかり表現する環境をつく 

ることで、参加してくださる方の学びをより確かなものにしたいと考えて 

います。いろいろな人と話し、語り合って、学びを広げていきましょう。 
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令和７年度幼児教育接続推進リーダー委嘱状交付、第１回研修会 

【実 施 日】５月 19日（月） 

【内  容】・委嘱状交付 

      ・グループ協議「これまでの訪問研修から考えたいこと」 

 

第２回幼児教育接続研修会 

 

【実施日】５月 19日（月） 

【内 容】・講義「幼児教育・小学校教育の円滑な接続の推進について」 

講師：新タ 佳子接続スーパーバイザー 

 講義で問いかけられることで自分の考え方を知るとともに、保育に正解はないことや
“みんな違ってみんないい”ということに改めて気付くことができた。また、他園の先生
の話を聞くことで、自分の保育観の幅が少し広がったような感じがした。 

受講者の

感想より 

幼・小ともに、学びの主体は子どもであり、子どもが進む側に合わせるのではなく、
迎え入れる側が主体性や育ちを理解して準備すべき、というお話が印象的だった。そ
のためには、園は自発的に遊ぶことを豊かに経験させ、主体的、対話的な場面をしっ
かり捉え、学びに繋げることが大切であると改めて理解した。 
     

受講者の

感想より 

幼児期の学びを小学校教育につなげるために、保育の質を充実させ、遊びの中の子ど
もの学びの芽を、小学校に伝えていく力を養うことの大切さを改めて実感した。 

第３回、第 4回は、保育・ 
小学校で保育・学習参観を行 
った後、幼保小接続の視点で 
話し合います。 

 

 

第１回幼児教育接続推進リーダー育成研修会 

【実 施 日】５月 16日（金） 

【内  容】・講義「幼児教育施設訪問研修の意義及び推進リーダーに期待される役割」 

       講師：高見 泰子接続スーパーバイザー 
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受講者の
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架け橋期※の教育充実を目指して ※ 架け橋期とは５歳児の１年
間と小学校１年生の１年間、
合わせて２年間のことです。 

  

 

令和７年度の 
幼児教育施設訪問研修について 
 

今年度の訪問研修は全 67 回を予定し
ています。たくさんの希望をいただき、あ
りがとうございます。追加申込につきまし
ては、5月末日でいったん締め切ります。 
・訪問研修を受けられる園・所のクラス担
任の先生方、事前アンケートの回答はお
済みでしょうか。訪問研修実施日 1 か
月前を目安に、２次元コードからの回答
をお願いします。 

・訪問研修担当の園・所の先生、概要の提
出はお済みでしょうか？既に各園・所で

作成された要覧等でも構いませんので、
作成次第、幼児教育センターまで送付を
お願いします。 

 本協議会では、市町村教育委員会と市町村
幼児教育担当課の担当者が集まり、幼保小の
接続について協議を行います。 
＜第 1回（５月７日）の参加者の感想＞ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 市町村の担当者同士が顔を合わせ、話し合
う時間をもったことで、現状の把握と今後の
見通しの共有につながったと考えます。 
第 2回（8月１９日）は、４月以降の取組

を他市町村と情報共有し、今後の方向性を議
論する場を設けることで、各市町村が現状に
合わせて接続を推進できるよう支援したいと   

考えています。 
 

 また、５月末に行われた、「幼児期及び幼
保小接続期の教育の質的向上について」の
文部科学省幼児教育課長 前田幸宣氏の
講話では、 
「幼保小の架け橋プログラムにおける取
組を契機として、教育委員会が有する学校
教育の専門的知見を活かしながら、私立幼
稚園・保育所・認定こども園などへも積極
的に関与することで、設置者や施設類型を
問わず、幼児期及び幼保小接続期の質的向

上に向けた取組を一体的に推進していく
ことが重要」と話されています。 
市町村担当部署間の連携・協力が強く求

められています。互いの理解を深め、それ
ぞれの立場から意見を出し合って、市町村
の実態に応じた対応を見付けていきまし
ょう。 

〈６月の主な予定〉 

4日(水) 新規採用教員研修会（東部） 

10日(火) 新規採用教員研修会（西部）  

17日(火) 砺波市合同研修会 

滑川市合同研修会 

18日(水)  第１回幼児教育研究委員会 

（オンライン） 

25日(水)  新規採用教員研修会 

26日(木)  園長等運営連絡協議会 

幼保小架け橋期研修会 

【講師】 

東京大学名誉教授 汐見稔幸 氏 

  

 

・市の現状や課題について考えを共有できて
よかった。 

・これまでの経緯と今後の方向性について話
し合う貴重な機会となった。 

・各校区の教員が顔を合わせ、子供を中心に

据えて語り合うことができる合同研修会を
開催したい。 

・幼・小の意識を高め、必要性をより感じな
がら、それぞれの校区にあった接続の方法
や、カリキュラムを考えていけるようにし
たい。また、見直しながら接続が進むよう
にしたい。 

－市町村幼保小接続推進連絡協議会－ 

○ 「幼児とは？幼児教育とは？非認知能
力とは幼保小接続とは？」に始まり、「主
体性」や「個別最適」等、先生方に聞いて
いただきたいお話が満載です。お楽しみ
に！ 

 

【市町村幼児教育行政担当者の方へご案内】 

もし、市町村主催で幼保小接続に関わる研修

会を計画しておられましたら、ぜひ、幼児教育

センターにご相談ください。講師のご紹介や講

師に係る経費をお手伝いします。詳しくはお問

い合わせください。 


